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ったという研究を元に、小児 DCM にも CDCs が同様の有効性を示すかブタ DCM モ
デルにおける検討と小児 DCM 患者に対する第一相臨床試験を行った。 
ブタ DCM モデルは 100-300μm のマイクロスフェアの冠動脈塞栓で作成した。冠動
脈から CDCs を注入すると慢性期に心機能改善と線維化抑制が認められ、その効果は
CDCs 由来のエクソソームが関与していた。小児 DCM 患者における第一相臨床試験で
は心筋生検から作成した CDCs を自家移植した。少数例の検討ではあるものの、安全
性が確認され、心機能の改善が認められた。
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